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1 

 

 

問題 1 

 

問 1 

B, C, D 

 

問 2 

D 

 

問 3                                                      

 解答例：組織への酸素供給不足による嫌気性代謝亢進で乳酸産生が増加した状態 

 

問 4 

C 

 

問 5 

解答例 

「意義」                                                  

 ICU患者の重症度評価と予後予測に有用である。 

 

「限界」                                                  

 疾患特異性が低く個別予後推定には不向きである。 
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問題 2 

 

問 1 

E 

 

問 2 

B E 

 

問 3                                                    

腹腔内出血を疑わせ、迅速な止血処置や手術適応の判断に直結する所見である 

 

問 4 

A D 

 

問 5                                                    

温風式加温装置で体温を維持する（ブランケット保温、輸液加温なども可。） 
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問題 3 

 著作物権利処理の関係で非公表 

 

問題 4   

 

問 1 

B 

 

問 2 

B 

 

問 3 

D 

 

問 4                                               

解答例：重症患者は外来受診が困難なため、遠隔での評価が有効だから。 

 

 

 

以上 


